
第93号	 二松學舍大学父母会報	 平成28年７月31日（日）

−  1  −

　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
、
九
段
一
号
館
中
洲
記

念
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
二

松
學
舍
大
学
父
母
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
学
校
法
人
二
松
學
舍

理
事
長
水
戸
英
則
先
生
に
よ
る
「
私
学
経

営
環
境
と
二
松
學
舍
大
学
」
と
題
し
た
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
二
時
三
十
分
、
結
城
文
子
氏
の
司

会
に
よ
り
総
会
が
開
会
さ
れ
、
田
中
福
男

父
母
会
長
、
菅
原
淳
子
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
を
し
た
後
、
南
條
麻
里
議
長
に
よ
り

議
事
に
入
っ
た
。

　

第
Ⅰ
号
議
案
の
平
成
二
十
七
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て
は
、
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

　

第
Ⅱ
号
議
案
の
平
成
二
十
八

年
度
役
員
選
出
は
、
会
長
に
渡

邊
勝
文
氏
、
続
い
て
会
計
監
査

に
田
沼
好
志
枝
氏
と
久
田
恵
美

氏
が
決
定
し
た
。

　

第
Ⅲ
号
議
案
の
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が

審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
平
成
二
十
八

年
度
で
役
員
を
退
任
し
た
田
中

福
男
氏
、
小
沢
規
久
子
氏
、
倉

持
政
江
氏
、
吉
田
広
美
氏
の
四

名
に
菅
原
学
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
総
会
は

終
了
し
た
。

　

午
後
三
時
五
十
分
か
ら
、
会

場
を
九
段
一
号
館
十
三
階
の
ラ

ウ
ン
ジ
に
移
し
、
教
職
員
と
父

母
と
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
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ご
父
母
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
父

母
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
新
入
生
を

迎
え
ら
れ
た
こ

と
は
、
父
母
会

と
致
し
ま
し
て

も
大
変
喜
ば
し

い
事
で
す
。

　

去
る
五
月
二

十
八
日
の
総
会

で
会
長
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

一
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
父
母
会

は
、
平
成
五
年

に
発
足
し
、「
大

学
と
学
生
の
父

母
の
連
絡
係
と

し
て
、
さ
ら

に
、
学
生
に
対

す
る
教
育
指
導

の
徹
底
及
び
大
学
側
の
支
援
」
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
即
ち
、
学
生
と
大
学

の
「
応
援
団
」
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
年
度
も
昨
年
同
様

新
役
員
紹
介 

︱ 

役
員
に
就
任
し
て

父母会活動 ―学生と大学の応援団として―

父母会会長　渡邊勝文

な
事
業
を
総
会
時
に
提
案
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
①　

地
区

別
父
母
懇
談
会
の
開
催
で
す
。
今
年
度

は
、
全
国
八
会
場
で
開
催
し
、
大
学
側

と
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。
②　

卒
業

パ
ー
テ
ィ
ー
の
実
施
で
す
。
今
年
度

は
、
会
場
を
九
段
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
」
で
実
施
す
る
予
定
で
い
ま

す
。
他
大
学
で
は
、
学
生
が
実
行
委
員

会
形
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当
大

学
で
は
、
学
生
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
、

就
職
活
動
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
る
た

め
に
父
母
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

③　

奨
学
金
制
度
で
す
。
公
立
学
校
教

育
採
用
試
験
合
格
者
や
父
母
会
の
指
定

し
た
資
格
取
得
等
し
た
学
生
に
対
し

て
、
三
～
十
五
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
、
二
松
學
舍
大
学

が
創
立
一
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
大
学
が
、
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
と

伝
統
を
継
承
し
て
い
く
一
躍
と
し
て
、

応
援
で
き
る
父
母
会
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

父
母
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
役
員
一
同
、
一
生
懸
命

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

後

　藤

　眞

　代

　

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
父
母
会
役
員
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

後
藤
と
申
し
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
、
二
松
學
舍
大
学
の
父
母
会

役
員
と
し
て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
緊
張

の
中
に
も
新
鮮
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ひ
よ
っ
子
で
す
が
、

父
母
会
を
通
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
学
校

の
架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

田

　中

　清

　美

　

本
年
度
、
父
母
会
役
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
の
入
学
式
か
ら
四
ヶ
月
が
経
ち
、

息
子
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
大
学
生
活
を

楽
し
く
過
ご
し
始
め
た
よ
う
で
、
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

父
母
会
役
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
出

会
い
と
経
験
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
少
し

で
も
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

中

　澤

　
　
　稔

　
　

本
年
度
、
父
母
会
役
員
を
努
め
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
喜

び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

総
会
に
出
席
し
た
際
に
、
大
学
の
教
育

方
針
や
父
母
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
知
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
学
長
は

じ
め
諸
先
生
方
と
お
話
を
す
る
機
会
を
持

つ
事
が
で
き
、
伝
統
あ
る
二
松
學
舍
大
学

で
学
べ
る
子
の
親
と
し
て
安
堵
と
期
待
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
微
力
で
す
が
、
大

学
の
発
展
と
学
生
の
皆
様
の
ご
支
援
の
力

添
え
に
な
れ
る
よ
う
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

 

横

　澤

　淳

　一

　

は
じ
め
ま
し
て
。
本
年
度
、
父
母
会
役

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

長
く
学
校
の
役
員
活
動
か
ら
は
遠
ざ

か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
月
の
父
母
会

総
会
に
参
加
し
、
学
生
支
援
を
中
心
と
し

た
学
校
生
活
支
援
内
容
を
拝
見
し
大
変
感

服
い
た
し
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
父
母
会
諸

先
輩
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
父
母
会

活
動
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ご つあ さい

「アクションプラン27」

理事長　水戸英則

学生の満足度
調査から
学　長　菅原淳子

　

「
Ｎ
２
０
２
０
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
の
実
行
計

画
で
あ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
実

行
状
況
は
、
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
年
次

報
告
書
」
に
取
り
纏
め
、
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

27
年
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
大
学
関

連
実
施
事
項
は
、
大
学
1
号
館
の
改
修
等

の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
、
公
務
員
試
験

対
策
講
座
の
強
化
、
奨
学
金
制
度
の
拡
充

や
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換
策
、
例
え

ば
、
次
世
代
型
学
習
施
設
「
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
な
ど
が
着
実
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
り
、
平
成
27
年
度

　

春
セ
メ
ス
タ
ー
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、

大
学
で
は
期
末
試
験
の
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
図
書
館
や
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

で
勉
強
を
し
て
い
る
学
生
の
姿
を
、
多
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

4
年
生
は
教
職
や
公
務
員
を
目
指
す
学
生

を
含
め
て
、
就
職
活
動
に
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

5
月
の
父
母
会
総
会
に
始
ま
り
、
今
年

度
の
地
区
別
父
母
懇
談
会
も
7
月
31
日
の

新
潟
会
場
で
一
段
落
と
な
り
ま
す
。
今
年

も
北
は
青
森
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
７

会
場
で
懇
談
会
を
開
催
し
、
父
母
の
皆
様

に
大
学
の
現
況
や
お
子
様
の
学
習
状
況
を

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
文
部
科
学
省
の
「
私
立
大
学
等
改
革
総

合
支
援
事
業
、
タ
イ
プ
１
＝
教
育
の
質
転

換
型
」
に
採
択
さ
れ
、
経
常
費
補
助
金
の

加
算
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

一
方
、
学
生
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
利
用

者
の
拡
大
、
大
学
院
の
内
部
進
学
者
の
増

加
、
教
員
の
Ｆ
Ｄ
活
動
の
活
性
化
等
、
進

捗
が
遅
れ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
重

点
課
題
を
抽
出
し
、
毎
月
開
催
す
る
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
管
理
委
員
会
」
に

お
い
て
、
各
課
題
へ
の
取
組
計
画
に
つ
い

て
担
当
部
局
か
ら
の
説
明
・
報
告
を
徹
底

し
、
課
題
の
改
善
を
加
速
化
さ
せ
て
お
り

ま
す
。

　

懇
談
会
で
も
少
し
お
話
し
致
し
ま
し
た

が
、
今
年
の
１
月
に
両
学
部
の
1
年
生
と

4
年
生
を
対
象
に
学
生
の
満
足
度
調
査
を

8
年
ぶ
り
に
実
施
致
し
ま
し
た
。
あ
る
程

度
の
項
目
が
他
大
学
と
比
較
で
き
る
よ
う

な
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
し
た
と
こ
ろ
、
本

学
の
学
生
は
他
大
に
比
べ
教
員
と
接
す
る

機
会
が
相
対
的
に
多
く
、
体
験
的
学
習
や

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ぺ
ー
パ
ー
の
活
用
な
ど

に
も
少
人
数
教
育
の
特
性
が
あ
ら
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
卒
業
を
控
え
た
4
年

生
で
は
、
75
％
の
学
生
か
ら
「
将
来
に
役

立
つ
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
」
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
評
価
を
得
て
お
り
、
大
学
と

し
て
も
大
変
嬉
し
く
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
施
設
設
備
な
ど
学
習
環
境
の

い
っ
そ
う
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
法
人
の

協
力
を
得
て
さ
ら
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

満
足
度
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
着
実

に
教
育
改
革
を
進
め
、
本
学
の
建
学
の
理

念
で
あ
る
社
会
に
貢
献
で
き
る
学
生
の
育

成
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
も
本
学

の
教
育
・
研
究
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
の
一
連
の
学
校
改
革
の
動
き
は
、

事
務
組
織
に
お
い
て
は
浸
透
・
理
解
さ

れ
、
教
員
組
織
に
お
い
て
も
、
そ
の
浸

透
速
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

役
員
・
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
課
題
を

着
実
に
達
成
し
て
行
く
こ
と
が
、
「
Ｎ

２
０
２
０
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
に
掲
げ
た
二
松
學

舍
大
学
の
将
来
像
実
現
の
鍵
と
な
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
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平成28年度　二松學舍大学
父母会定期総会議事録

日　時：平成28年５月28日（土）13：30〜17：30
場　所：九段校舎　中洲記念講堂
講　演：「私学経営環境と二松学舎大学」
　　　　　学校法人二松學舍理事長　水戸　英則 先生
出席者：本年度会員数　　2,830名
　　　　委任状　　　　　　972名
　　　　出席者　　　 　　　 72名　　合計　1,044名
大学側：菅原学長、髙野副学長、磯副学長、
　　　　森野学務局長、西園教学事務部長、
　　　　小西学生支援課長、竹内学生支援課員

１．開会の辞 司会　結城文子氏
　司会者より「本日総会時の会員数は、2,830名で
あり、父母会会則第9条により委任状を含めて566名
の出席が必要です。本日の出席者は72名。委任状は
972名。合計1,044名です。よって本日の総会は成立
する。」との説明があった。
　続いて、田中福男父母会長、菅原淳子学長からそれ
ぞれ挨拶があった。

２．議長指名
　司会者より「総会の議長は父母会運営細則により会
長または会長の指名するものとなっており、会長より
南條麻里さんが指名されているので、南條議長のもと
で議事を進行させたい」との説明があり、南條氏が席
についた。

３．書記･議事録署名人指名
　南條議長が書記及び議事録署名人として次の各氏を
指名した。
　書　　　　記　　　田中幸子氏
　議事録署名人　　　安達香里氏、鈴木千晶氏

４．議　　事
◇第Ⅰ号議案〈平成27年度事業報告並びに決算〉

　田中会長より、議案書に基づき概要説明があり、続
いて小沢会計監査より監査報告があった。審議の結
果、原案のとおり承認された。

◇第Ⅱ号議案〈平成28年度役員選出〉
　南條議長から、会則第６条・９条及び父母会運営細
則第３条に基づき、総会において役員（会長・会計監
査）を選出することとなっているとの説明があり、そ
の選出方法について諮られた。
　選出方法が議長に一任されたのを受け、南條議長か
ら前回同様、大学側に候補者の推薦を依頼したいとの
提案があり、承認された。依頼をうけた大学側（森野
学務局長）より次の各氏が推薦された。
会　　長　　渡邊勝文氏
会計監査　　田沼好志枝氏、久田恵美氏
　南條議長が大学側から推薦された各氏について諮っ
たところ異議なく承認された。
続いて渡邊新会長より就任の挨拶があった。

◇第Ⅲ議案〈平成28年度事業計画並びに予算〉
　渡邊新会長より、議案書に基づき概要説明があっ
た。審議の結果、原案のとおり承認された。

　議事終了後、下記の退任役員へ菅原学長より感謝状と
記念品が贈呈された。
　田中福男氏、倉持政江氏、吉田広美氏、小沢規久子氏

5．閉会の辞 司会　結城文子氏

◇懇親会
　九段校舎13階ラウンジに移動し、懇親会が開催さ
れた。
　17時30分、盛会のうちに終了した。

 平成28年５月28日

　　議　　　　長　　　南條　麻里　　　㊞
　　議事録署名人　　　安達　香里　　　㊞
　　議事録署名人　　　鈴木　千晶　　　㊞
　　書　　　　記　　　田中　幸子　　　㊞
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Ｉ
Ｒ
（Institutional R

esearch

）
と

は
、
大
学
組
織
に
お
い
て
何
ら
か
の
決
定
を

行
う
際
に
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

「
情
報
収
集
と
分
析
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

近
年
、
大
学
教
育
の
質
保
証
、
管
理
運
営

の
高
度
化
、
情
報
公
開
の
促
進
を
担
う
も
の

と
し
て
、
こ
の
Ｉ
Ｒ
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
に
は
、
①
認
証
評
価

機
関
へ
の
対
応
な
ど
外
部
評
価
へ
の
対
応
業

務
を
重
視
し
た
Ｉ
Ｒ
や
、
②
大
学
の
経
営
活

動
の
改
善
を
重
視
し
た
Ｉ
Ｒ
、
③
学
修
成
果

の
評
価
な
ど
を
通
し
て
大
学
の
教
育
活
動
の

改
善
を
重
視
し
た
Ｉ
Ｒ
と
い
っ
た
よ
う
に
、

大
学
に
よ
り
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
は
言
え
、
そ
う
し
た
活
動
に
共

通
す
る
の
は
、
大
学
と
い
う
機
関
の
計
画
立

案
、
政
策
形
成
、
意
思
決
定
を
支
援
す
る
た

め
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
大
学
の
運
営
や
対
応
、
対
応

策
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

二
松
學
舍
大
学
で
も
、
平
成
26
年
10
月
よ

り
「
学
務
課
」
を
「
大
学
改
革
推
進
課
」
に

改
組
し
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
は
「
Ｉ
Ｒ
推

進
室
」
を
設
置
し
て
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｒ
を
推

進
す
る
体
制
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
本
学

の
先
生
方
も
熱
意
と
情
熱
を
持
っ
て
教
育
に

当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
自
ら
が
目
に
す
る
周

り
の
学
生
の
特
性
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た

環
境
や
経
験
値
と
い
っ
た
自
分
が
生
き
る
日

常
世
界
に
囚
わ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
で
、
世

界
は
今
、
急
速
に
情
報
の
高
度
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
し
、
多
様
な
背
景
を
持
っ
た

学
生
が
入
学
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

日
常
世
界
の
変
革
が
進
む
中
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
学
生
た
ち
の
学
修
成
果
を
客
観
的
に
捉

え
、
分
析
し
、
次
の
改
革
へ
繋
げ
て
行
く
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
こ
れ
ま
でStudent First

の

理
念
の
下
、
「
学
生
に
よ
る
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
行
い
、
学
生
の
学
修
時
間
や
教
育
の

成
果
等
に
つ
い
て
確
認
し
、
学
生
の
学
修
時

間
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
各
先

生
方
の
授
業
に
つ
い
て
学
生
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
な
ど
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
教
育
の
改
善
に
結
び
つ
け
る
努
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
１
月
に
は

「
学
生
の
実
態
・
満
足
度
調
査
」
を
行
い
、

学
生
の
満
足
度
や
学
生
生
活
の
実
態
な
ど
を

把
握
し
ま
し
た
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
分
析
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
教
育
改

善
の
方
向
性
や
学
生
生
活
の
環
境
改
善
に
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
高
大
接

続
改
革
を
控
え
、
本
学
の
養
成
す
る
人
材
像

に
適
っ
た
教
育
課
程
の
編
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
選
抜
方
式
別
の
退
学
率
分
析
な
ど
に

よ
っ
て
、
現
状
の
選
抜
方
式
の
問
題
点
を
客

観
的
に
捉
え
、
本
学
の
教
育
課
程
に
よ
り
養

成
さ
れ
る
人
材
像
に
相
応
し
い
素
養
を
持
つ

入
学
者
を
如
何
に
選
抜
す
る
の
が
適
当
な
の

か
、
種
々
検
討
や
改
善
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
う
し
た
本
学
の
取
組
み
を
些

か
な
り
と
も
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

「
ニ
ュ
ー
ス
Ｉ
Ｒ
」
を
発
刊
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
方
の
ご
期
待
に
比
べ
れ

ば
、
未
だ
さ
さ
や
か
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す

が
、
お
預
か
り
し
て
い
る
学
生
た
ち
の
学
修

成
果
や
教
育
の
成
果
を
可
視
化
し
、
教
職
員

一
体
と
な
っ
た
共
通
認
識
の
下
、
教
育
改
革

や
学
生
生
活
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ニュ
ー
ス
Ｉ
Ｒ
発
刊
に

あ
た
っ
て

平
成
28
年
度
役
員

氏　　名 役　　職 学年 氏　　名 役　　職 学年

渡　邊　勝　文 会長 ４年 鈴　木　千　晶 委員（広報） ２年

南　條　麻　里 副会長 ３年 宮　脇　正　裕 委員（広報・会計） ２年

森　野　　　崇 副会長（学務局長） 安　達　香　里 委員（広報） ２年

田　沼　好志枝 委員（会計監査） ４年 白　根　真　弓 委員（広報） ２年

三　原　由美子 委員 ４年 後　藤　眞　代 委員 １年

田　中　幸　子 委員 ４年 田　中　清　美 委員 １年

酒　井　継　美 委員（企画） ３年 中　澤　　　稔 委員 １年

結　城　文　子 委員（企画） ３年 横　澤　淳　一 委員 １年

久　田　恵　美 委員（企画・会計監査） ３年

父母会役員 菅原学長と今年度で退任された父母会役員
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一
昨
年
の
夏
、
私
は
ア
メ
リ
カ
に
い

た
。
高
校
を
卒
業
し
、
半
年
間
と
い
う
短

い
期
間
で
あ
っ
た
が
英
語
を
学
び
た
く
て

留
学
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
学
べ
た
も
の

は
英
語
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
様
々
な
国

の
人
と
同
じ
教
室
で
授
業
を
受
け
、
文
化

の
違
い
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
自
国
に

つ
い
て
、
ま
た
自
国
を
と
り
ま
く
国
際
問

題
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
み
な
熱

く
語
れ
る
ほ
ど
の
意
見
を
持
っ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
私
に
は
事
実
を
把
握
す
る
こ

と
す
ら
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
意
見
を

ぶ
つ
け
合
え
る
仲
間
を
羨
ま
し
く
思
っ

た
。
そ
し
て
半
年
間
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
卒

業
し
た
後
、
日
本
か
ら
み
た
世
界
を
学
び

た
い
と
思
い
、
本
学
の
卒
業
生
の
す
す
め

も
あ
っ
て
こ
の
大
学
に
入
学
し
た
の
で
あ

る
。

　

入
学
し
て
四
カ
月
。
授
業
に
も
一
人
暮

ら
し
の
生
活
に
も
慣
れ
た
。
今
ま
で
父
は

男
手
ひ
と
つ
で
兄
弟
と
と
も
に
私
を
育
て

て
く
れ
た
。
そ
し
て
地
元
で
あ
る
岐
阜
を

離
れ
奈
良
県
の
高
校
に
入
学
し
た
時
も
ア

メ
リ
カ
に
出
発
す
る
時
も
必
ず
笑
顔
で
見

送
っ
て
く
れ
て
、
「
あ
あ
し
な
さ
い
」

「
こ
う
し
な
さ
い
」
と
も
言
わ
ず
に
私
の

や
り
た
い
こ
と
を
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ

た
。
今
回
上
京
し
て
初
め
て
本
格
的
な
一

人
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
を
許
し

て
く
れ
た
父
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な

い
。
ま
た
、
入
学
し
て
か
ら
素
晴
ら
し
い

友
人
に
も
恵
ま
れ
た
。
遊
び
も
す
る
が
、

勉
強
会
を
開
く
な
ど
共
に
高
め
あ
え
る
友

人
で
も
あ
る
。
受
験
期
間
中
、
一
人
孤
独

に
自
宅
で
勉
強
し
続
け
た
頃
と
比
べ
る

と
、
こ
ん
な
に
も
授
業
が
魅
力
的
で
向
上

的
に
取
り
組
め
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ

と
が
二
松
學
舍
大
学
に
入
っ
て
一
番
嬉
し

か
っ
た
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
、
今
の
私
の
目
標
は
、
生
活
に

埋
も
れ
な
い
こ
と
だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
く
時
間
の
中
で
も
自
主
的
な
目

標
を
掲
げ
、
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
う
。
資
格
や
貯

金
も
そ
う
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
人
間
的

に
成
長
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
学
生
活
で

大
事
だ
と
思
う
。
不
幸
を
不
幸
と
思
わ
な

い
素
直
な
心
で
生
活
し
、
め
げ
ず
に
何
事

に
も
立
ち
向
か
い
、
時
に
は
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
し
二
松
學
舍
で
の
四
年
間
を
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

国
際
政
治
経
済
学
科

小

　島

　綾

　子

　

桜
花
爛
漫
の
四
月
の
入
学
式
か
ら
は
や
四
ヶ
月
。
七
三
〇
名
を
数
え
た

新
入
生
も
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生
活
に
も
慣
れ
、
よ
う
や
く
大
学
生
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
と
は
異
な
り
、
自
分
の
裁
量
・
責
任
で
、

判
断
・
選
択
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
た
に
出

会
う
、
様
々
な
経
験
を
得
た
学
友
が
二
松
學
舍
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
学
生
活
に
対
す
る
抱
負
・
意
気
込
み
を

各
学
科
の
新
入
生
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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私
が
こ
こ
に
来
た
理
由
は
は
っ
き
り
し

て
い
る
の
だ
け
ど
、
私
の
意
志
が
大
き

か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
勿

論
人
並
に
励
み
、
入
学
許
可
を
得
る
た
め

に
頑
張
っ
て
は
き
た
の
だ
が
、
他
の
人
の

様
に
崇
高
な
思
想
や
目
的
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
の
で
な
ん
だ
か
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
こ
う
い
っ
た

場
で
文
章
を
綴
る
こ
と
に
な
る
と
は
わ
か

ら
な
い
も
の
だ
。

　

さ
て
私
が
司
書
を
志
し
た
の
は
い
つ

だ
っ
た
か
、
図
書
館
や
学
校
の
図
書
室
に

通
う
う
ち
気
付
け
ば
私
は
物
静
か
で
優
し

い
司
書
と
い
う
存
在
に
憧
れ
て
い
た
。

　

そ
の
憧
憬
が
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
な

り
た
い
と
い
う
欲
求
に
変
わ
り
、
そ
う
し

て
友
達
や
恩
師
と
話
す
う
ち
に
こ
こ
二
松

學
舍
大
学
の
存
在
を
知
っ
た
の
だ
。
ど
う

や
ら
恩
師
の
方
は
私
が
司
書
教
諭
を
し
て

み
た
い
と
言
っ
た
の
を
聞
い
て
、
教
員
を

目
指
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
よ
う
な
の

だ
け
れ
ど
。

　

こ
の
よ
う
に
言
う
と
怒
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
私
は
司
書
資
格
が
取
れ
れ
ば

大
学
な
ど
何
処
で
も
い
い
と
思
っ
て
い

た
。
正
直
に
言
う
と
、
司
書
が
狭
き
門
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
ど

こ
か
で
侮
っ
て
い
て
、
司
書
に
な
れ
な

か
っ
た
場
合
の
未
来
の
こ
と
な
ど
微
塵
も

考
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
私

は
、
た
っ
た
一
つ
し
か
武
器
を
持
た
ず
に

戦
お
う
と
し
て
い
た
の
だ
。

　

そ
ん
な
風
に
よ
く
言
え
ば
一
直
線
、
悪

く
言
え
ば
考
え
な
し
の
人
間
で
あ
る
私
に

勘
違
い
と
は
い
え
教
員
免
許
を
取
る
の
を

勧
め
て
く
れ
た
あ
の
人
は
、
や
は
り
、
紛

う
こ
と
無
き
恩
師
で
あ
ろ
う
。
結
果
的
に

は
。

　

入
学
直
後
の
私
は
、
何
故
教
師
に
な

ど
、
私
は
き
っ
と
人
に
も
の
を
教
え
ら
れ

る
人
間
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ

が
、
い
く
つ
か
の
講
義
を
聞
き
、
実
際
の

教
育
者
の
、
教
育
者
を
志
す
人
間
達
に
向

け
た
話
は
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
ゆ
え

に
、
私
な
り
の
や
り
方
で
教
育
者
に
な
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
そ
う
思

わ
せ
て
く
れ
た
の
だ
。

　

大
学
生
活
に
お
い
て
多
様
な
人
間
達
と

出
会
い
様
々
な
考
え
に
触
れ
、
少
し
で
も

成
長
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
い
い
と
願
う

国

　文

　学

　科伊

　藤

　拓

　人

　

私
が
二
松
學
舍
大
学
を
知
っ
た
き
っ
か

け
は
少
し
特
殊
で
し
た
。
そ
れ
は
、
通
っ

て
い
た
高
校
に
二
松
學
舍
大
学
の
教
授
が

講
演
を
し
に
来
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
講

演
、
高
校
生
向
け
の
も
の
で
は
な
く
一
般

向
け
の
漢
詩
の
講
演
で
、
高
校
は
会
場

と
な
っ
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
私
た
ち

は
「
興
味
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
も
い

い
。
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
友

人
と
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
、
教
授
の
講
演
の
内
容
は
漢

詩
の
情
景
を
説
明
し
た
り
、
日
本
語
訳
の

解
説
を
し
た
り
、
中
国
語
で
漢
詩
を
読
ん

だ
り
と
非
常
に
濃
い
も
の
で
し
た
。
そ
の

講
演
を
き
っ
か
け
に
私
は
漢
文
を
訓
読
せ

ず
に
白
文
の
ま
ま
読
む
こ
と
に
興
味
を
持

ち
、
中
国
文
学
に
関
し
て
魅
力
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
文

学
科
の
存
在
す
る
二
松
學
舍
大
学
へ
の
進

学
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
様
々
な
縁
が
重
な
っ
た
結
果
、
晴
れ

て
二
松
學
舍
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

身
分
が
高
校
生
か
ら
大
学
生
と
な
り
早

四
ヶ
月
、
周
り
の
環
境
は
と
て
も
変
わ
り

ま
し
た
。
勉
強
の
面
で
は
毎
日
中
国
語
若

し
く
は
中
国
に
関
す
る
こ
と
を
勉
強
し
、

日
々
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
中
国
に
関

す
る
こ
と
は
一
か
ら
勉
強
し
て
い
る
の

で
、
毎
日
様
々
な
発
見
が
あ
り
楽
し
い
で

す
。
そ
の
中
で
は
最
近
で
は
更
に
勉
強
し

た
い
と
思
う
分
野
も
少
し
ず
つ
で
き
て
き

ま
し
た
。
勉
強
以
外
の
面
で
は
、
学
生
会

執
行
委
員
会
と
学
園
祭
実
行
委
員
会
に
入

会
し
、
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
委
員
会
の
他
に
も

一
つ
の
非
公
認
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
タ
イ
プ
の
異
な

る
個
性
的
で
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
勉
強
と
し
て
は
教

え
ら
れ
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

り
、
仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
ま
だ

半
年
も
経
っ
て
い
な
い
の
に
、
濃
い
毎
日

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
は
四
年
間
。
長
い
と
も
短
い

と
も
言
い
難
い
で
す
。
後
悔
せ
ず
に
生
き

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
楽
し
い
こ

と
だ
け
で
は
な
く
辛
い
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
今
し
か
な
い
こ
の
時
を
精
一

杯
生
き
た
い
で
す
。
ど
ん
な
思
い
出
も
た

く
さ
ん
作
り
、
い
つ
か
誇
れ
る
日
々
を
過

ご
し
た
い
で
す
。

中

　国

　文

　学

　科

矢

　澤

　円

　香
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学
生
時
代
、
そ
れ
は
今
ま
で
の
人
生
の

中
で
一
番
刺
激
を
受
け
た
時
代
で
あ
っ

た
。
高
校
の
教
員
を
志
望
し
て
い
た
私
の

選
択
肢
に
教
育
学
部
は
な
く
、
国
文
学
科

を
志
望
し
た
。
教
育
の
プ
ロ
教
師
の
よ
う

に
は
な
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

国
文
学
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
、
そ

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
教
師
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
教
員
志
望

　

大
学
三
年
生
の
三
月
、
イ
ギ
リ
ス
に
向

か
っ
た
。
一
年
生
の
語
学
ク
ラ
ス
で
隣
席

だ
っ
た
友
人
の
両
親
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

駐
在
し
て
お
り
、
前
年
夏
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
に
招
い
て
く
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
と

て
も
楽
し
く
、
味
を
し
め
た
の
で
あ
る
。

当
時
は
学
生
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
学
研
修
や

旅
行
が
い
ま
よ
り
多
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
私
は
二
週
間
ほ
ど
の
旅
行
だ
っ
た

が
多
い
二
松
學
舍
大
学
の
学
生
が
描
く
将

来
像
も
、
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
学

生
達
が
、
所
属
ゼ
ミ
は
毎
週
一
冊
小
説
を

読
む
オ
ニ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
だ
と
ニ
コ
ニ
コ

と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。ま
た
、学
会
例
会
に

参
加
し
た
折
、二
松
學
舍
大
学
の
学
生
で

す
と
挨
拶
に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

学
部
時
代
か
ら
学
生
が
学
会
に
参
加
し
、

真
摯
に
勉
強
し
て
い
る
。
ど
っ
ぷ
り
国
文

学
の
世
界
に
浸
か
っ
て
、
満
喫
し
て
い
る

よ
う
で
本
当
に
嬉
し
く
な
る
。

　

さ
て
、
私
が
入
学
し

た
大
学
は
、
当
時
日
本

屈
指
の
教
授
陣
が
揃
っ

て
い
た
。（
と
、
わ
か
っ

た
の
は
、
卒
業
し
て
か

が
、
語
学
研
修
に
来
て

い
た
友
人
と
も
会
い
、

ま
た
、
観
光
地
も
巡
っ

た
。
な
か
で
も
、
最
も

気
に
入
っ
た
の
が
イ
ギ

リ
ス
の
ド
ー
バ
ー
城
だ
っ
た
。
前
日
は
、

古
代
遺
跡
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
で
有
名
な

ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
に
泊
ま
っ
た
の
だ
が
、

日
程
の
都
合
上
、
ド
ー
バ
ー
は
日
帰
り
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ

た
。
ま
さ
か
高
台
に
あ
る
城
ま
で
引
っ

張
っ
て
行
く
訳
に
は
い
か
な
い
。
か
と

い
っ
て
、
当
時
、
路
線
に
よ
り
ふ
た
つ
の

駅
に
分
か
れ
て
い
た
ド
ー
バ
ー
で
は
、

駅
に
預
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ

ら
大
分
経
っ
た
後
で
あ
っ
た
。）
特
に
万

葉
集
の
中
西
進
先
生
は
、
繰
り
返
し
学
生

に
問
い
を
発
し
、
様
々
考
え
る
場
を
与
え

く
れ
た
。
稚
拙
な
学
生
の
発
想
も
汲
み

取
っ
て
く
れ
る
姿
勢
と
発
想
を
広
げ
る
授

業
方
法
に
魅
了
さ
れ
た
。
ゼ
ミ
に
入
り
、

「
万
葉
集
研
究
会
」
に
も
入
会
し
た
。

ど
っ
ぷ
り
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
古
代
国

文
学
の
世
界
を
楽
し
ん
だ
学
生
時
代
で

あ
っ
た
。

　

目
指
し
て
い
た
教
職
（
私
立
高
校
）
に

就
く
こ
と
も
で
き
た
。

採
用
面
接
の
終
わ
り

に
、
校
長
か
ら
、
な
ん

と
採
用
の
旨
を
告
げ
ら

れ
た
。
こ
れ
に
は
驚
い

で
一
計
を
案
じ
、
タ
ク

シ
ー
で
城
に
行
く
こ
と

に
し
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

を
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て

お
い
た
ま
ま
、
帰
る
時

刻
に
迎
え
に
き
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

タ
ク
シ
ー
を
動
く
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
と
し

た
の
で
あ
る
。
い
ま
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

上
、
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
が
、
当
時
は
万

事
お
お
ら
か
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
迎
え
に
来
た
ド
ラ
イ
バ
ー

は
別
の
人
だ
っ
た
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
は

旅
行
中
の
全
資
産
が
入
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
こ
れ
に
は
焦
っ
た
。
し
か
し
、
な
ん

と
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
リ
レ
ー
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
お
か
げ
で
当
日
に
ロ
ン
ド
ン

た
。
数
十
分
の
面
接
時
間
で
分
か
る
の
だ

ろ
う
か
と
我
が
耳
を
疑
っ
た
。
後
か
ら
聞

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
実
は
採
用
担
当

者
が
中
西
先
生
と
面
識
が
あ
り
、
先
生
へ

の
問
い
合
わ
せ
に
よ
っ
て
私
の
人
と
成
り

は
既
に
調
査
済
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
後
さ
ら
に
勉
強
し
た
く
思
い
、
高

校
教
員
を
離
れ
、
大
学
院
に
進
学
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
今
こ
う
し
て
二
松
學
舍
大

学
の
国
文
学
科
で
仕
事
と
し
て
国
文
学
に

ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
師
と
万
葉
集
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
た
、
感
謝
ば
か
り
の
学

生
時
代
で
あ
っ
た
。

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
帰
り
の
列
車
で

も
、
日
本
人
の
学
生
と
一
緒
に
な
り
、
煎

餅
を
も
ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
し
て
ロ

ン
ド
ン
ま
で
帰
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。

　

旅
行
先
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
会
話
し

な
け
れ
ば
生
き
て
は
い
け
な
い
。
そ
の

後
、
幾
度
と
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
こ
と
と

な
っ
た
が
、
こ
の
最
初
の
旅
行
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
が
私
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
以
前
ほ
ど
に
は

学
生
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
昨
今
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
の
た
め
や
む
を
得
な
い
と

こ
ろ
だ
が
、
も
し
機
会
が
あ
り
、
安
全
に

行
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
経
験
し
て
一

生
の
宝
物
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

私の
学生時代

文学部		教授

塩沢　一平

国際政治経済学部
准教授

高岸　直樹
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【
現
四
年
次
生
の
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て
】

　

本
学
で
は
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
に

よ
る
「
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
」
に
基

づ
い
た
、
企
業
の
広
報
活
動
・
採
用
選
考

活
動
等
日
程
に
対
応
で
き
る
よ
う
各
種
の

学
生
支
援
行
事
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
四
年
次
に
進
む
直
前
の
春
休

み
に
、「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
講
座
」「
模
擬
面
接
特

訓
」「
論
作
文
フ
ォ
ロ
ー
講
座
」「
就
活
マ

ナ
ー
講
座
」「
求
人
票
活
用
講
座
」「
就

活
メ
イ
ク
講
座
」「
Ｅ
Ｓ
書
く
前
講
座
」

等
々
、
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
揃
え
て

開
講
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
就
職
活
動

前
に
身
に
つ
け
て
お
く
と
よ
い
知
識
や
ス

キ
ル
を
習
得
で
き
る
講
座
を
受
講
し
た
後

に
、
さ
ら
に
企
業
の
採
用
担
当
の
方
々
と

面
談
で
き
る
「
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」

や
「
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
配
置
す
る

効
果
的
な
就
職
支
援
体
制
を
確
立
さ
せ
て

お
り
ま
す
。

　

全
学
的
な
協
力
の
も
と
、

多
く
の
四
年
次
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
六
月

末
時
点
の
内
定
取
得
状
況
も

昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な

り
、
四
年
次
生
の
努
力
が
実

を
結
ん
で
い
る
と
言
え
ま

す
。
な
お
、
夏
以
降
も
就
職

活
動
を
継
続
す
る
四
年
次
生

の
た
め
の
支
援
行
事
も
適
時

企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
助
成
を
う
け
た
行
事
等
に
つ
い
て
】

　

父
母
会
か
ら
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て

い
る
「
日
本
語
能
力
検
定
」
は
、
今
年
度

も
大
人
気
で
定
員
い
っ
ぱ
い
の
申
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。
六
月
十
八
日
（
土
）

に
検
定
試
験
を
実
施
し
、
結
果
が
届
き
次
第

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

今
年
は
同
窓
会
組
織
の
松
苓
会
か
ら
の
寄

付
講
座
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
養
成

講
座
」
が
夏
休
み
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
八

月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
二
日
間
で
、
企

業
の
採
用
選
考
で
重
視
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
主
体
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
向
上
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む

講
座
で
す
。
十
二
月
二
十
日
に
は
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。
次
年
度
以
降

も
父
母
会
と
松
苓
会
の
ご
支
援
を
得
て
、

学
生
支
援
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
は
尽
力
い
た
し
ま
す
。

【
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
案
内
】

　

就
職
活
動
支
援
行
事
を
学
内

で
行
う
こ
と
は
、
支
援
対
象
の

就
職
活
動
学
年
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
後
輩
の
学
生
達
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。
学
内
に
掲
示
さ

れ
て
い
る
告
知
は
多
く
の
学
生

の
目
に
触
れ
ま
す
。
ま
た
、
先

輩
た
ち
が
ス
ー
ツ
姿
を
観
る
こ

と
で
就
職
活
動
が
身
近
な
出
来

事
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
取

る
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
進
化
し
た
近
年
、こ
れ
ら
の
各
種
行

事
は
、
メ
ー
ル
配
信
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

で
の
予
約
等
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
学
内
掲
示
版
で
も
告
知
し
て
お
り
ま

す
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
他
学
年
次
生
の

「
就
活
」
に
対
す
る
行
動
意
欲
が
醸
成
さ

れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
全
ス
タ
ッ
フ
は
二
松
學

舍
の
学
生
を
応
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
自

任
し
て
お
り
ま
す
。
ご
父
母
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
進
路
の
如
何
を
問
わ

ず
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
提
出
物
は

手
続
き
を
と
る
よ
う
に
ご
指
導
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
窓
口
で
の
や
り
取
り
や
面
談

を
重
ね
る
こ
と
が
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キャリア
センター
だより

キャリア
センター
だより

キャリア
センター
だより

キャリア
センター
だより
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平
成
二
十
八
年
学
生
会
執
行
委
員
会
会

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
国
際
政
治
経
済

学
科
二
年
の
平
塚
脩
で
す
。
新
入
生
の
皆

さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
学
生
活
に
は
も
う
慣
れ
ま
し
た
か
。
高

校
ま
で
と
は
全
く
違
う
授
業
や
環
境
に
、

期
待
し
た
り
戸
惑
っ
た
り
し
た
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
安
な
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、

東
京
の
真
ん
中
で
学
ぶ
楽
し
さ
や
利
便
性

は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
段
々
と
実
感
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

さ
て
、
四
月
七
日
に
行
っ
た
新
入
生
歓

迎
式
典
は
、
新
入
生
と
在
校
生
が
交
流
を

深
め
る
と
共
に
、
二
松
學
舍
の
部
活
動
や

サ
ー
ク
ル
等
を
紹
介
す
る
た
め
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
の
新
入
生
歓
迎
式

典
の
テ
ー
マ
は
「
花
信
」、
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
新
入
生
に
新
し
い
仲
間
や
友
人
と
出

会
っ
て
ほ
し
い
。
新
入
生
を
温
か
く
迎

え
る
た
め
に
素
敵
な
お
も
て
な
し
を
し
た

い
。
と
い
う
も
の
で
し
た
。
新
入
生
と
在

校
生
両
方
の
方
々
に
楽
し
め
た
と
感
じ
て

い
た
だ
け
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
年
は
平

日
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
新
入
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
ま
た
開
催
中
は
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
各
団
体
も
と
て
も
活
気
に
溢
れ
て

い
て
、
私
た
ち
学
生
会
執
行
委
員
会
役
員

も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
新
入
生
歓
迎
式
典
も
新
入
生
の
皆

さ
ん
や
父
母
会
の
皆
様
、
学
生
支
援
課
の

方
々
を
は
じ
め
、
各
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル

の
方
々
、
学
生
会
執
行
委
員
会
役
員
の
仲

間
た
ち
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
改
め
ま

し
て
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
松
學
舍
大
学
へ
よ
う
こ
そ
。
新
入
生
歓

迎
式
典
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
新
入
生
の

方
々
は
、
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
素
敵
な
も
の
と
な
る
こ
と
、
ま

た
、
今
回
の
新
入
生
歓
迎
式
典
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
た
団
体
や
友

人
が
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
大
学
生
活
を

よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
学

生
会
執
行
委
員
会
役
員
一
同
、
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
様
々
な
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
共
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

本
格
的
な
暑
さ
が
身
に
堪
え
る
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
都
心
は
特
に
辛

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
学
は
靖
国

神
社
が
近
く
桜
並
木
の
緑
に
も
囲
ま
れ

て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
木
陰
に

救
わ
れ
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
学
生
相
談
室

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
一
呼
吸
置
い
て

休
め
る
よ
う
な
心
地
の
い
い
居
場
所
に

な
れ
ば
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。
前
回

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ご
紹
介
に
引
き

続
き
、
今
回
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
季
節
に
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
七
月
上
旬
に
は
七
夕

を
企
画
し
ま
し
た
。
短
冊

に
願
い
ご
と
を
書
い
た
り

笹
飾
り
を
作
っ
た
り
と
、

学
生
は
照
れ
く
さ
そ
う
に

し
な
が
ら
も
日
常
か
ら
少

し
離
れ
る
こ
と
が
で
き
童
心
に
帰
れ
る

よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
お
昼
休
み
に
は

皆
で
焼
き
そ
ば
を
作
り
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
常
連
の
学

生
や
、
そ
の
時
初
め
て
来
た
学
生
、
交

流
す
る
の
が
苦
手
だ
け
れ
ど
も
参
加
し

て
み
た
い
と
い
う
学
生
な
ど
、
毎
回
四

～
六
名
ほ
ど
集
ま
り
ま
す
。
最
初
の
数

分
は
多
少
緊
張
感
が
あ
る
も
の
の
、
一

緒
に
料
理
を
す
る
う
ち
に
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
生
ま
れ
た
り
話
が
弾
ん
だ
り
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
他

に
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
、
卒
業
生
を
送
る
会
な
ど
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
『
趣
味
情
報
交

換
ノ
ー
ト
』
と
い
う
も
の
を
始
め
ま
し

た
。
小
説
や
漫
画
、
音
楽
や
ア
イ
ド
ル

な
ど
学
生
達
の
趣
味
は
多
岐
に
わ
た

り
、
尚
且
つ
と
て
も
詳
し
い
で
す
。
し

か
し
、
折
角
の
豊
富
な
話
題
を
共
有

で
き
る
友
人
を
探
す
の
は

難
し
い
と
よ
く
耳
に
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自

由
に
趣
味
に
つ
い
て
書
き

込
み
が
で
き
る
ノ
ー
ト
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
だ
手
探
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
趣
味
の
共
有

が
進
む
中
で
ゆ
っ
く
り
と

し
た
交
流
が
生
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
過
ご
せ
る
場
所
で

す
が
、
交
流
を
育
む
場
所
で
も
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
自
分

に
合
っ
た
居
場
所
や
、
誰
か
と
心
を
通

わ
す
機
会
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の

き
っ
か
け
や
ヒ
ン
ト
が
少
し
で
も
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
柔
軟
な
場
所
と
活
動
を

今
後
も
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

カウンセラー　 油 谷 理 歌

学 生 相 談 室
だ よ り 93

学 生 相 談 室
だ よ り 93

新
入
生

歓
迎
式
典
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九段祭POP ＆ 柏祭GUTS 開催
　

学
生
会
執
行
委
員
会
主
催
の
行
事
と
し
て
、
六
月
十
九
日
（
日
）
に

「
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
２
０
１
６
」
、
六
月
二
十
六
日
（
日
）
に
「
柏
祭
Ｇ
Ｕ

Ｔ
Ｓ
２
０
１
６
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
九
段
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
行
事
も
、
多
く
の
団
体
、
チ
ー
ム
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
文
化
系
団
体
の
発
表
を
行
う
場
と
し
て
、
「
プ
リ

ズ
ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
「
光
を
通
す
と
様
々
な
色
が
生
み
出

さ
れ
る
よ
う
な
」
個
性
あ
ふ
れ
る
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
例
年
の
参
加
団
体
の
他
、
有
志
団

体
の
発
表
も
加
わ
り
、
演
劇
や
展
示
発
表
な
ど
、
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
色

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、

と
て
も
活
気
の
あ
る
行
事
と
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
会
執
行
委
員
会
企
画
で
は
、
毎
年
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
を
始

め
、
け
ん
玉
大
会
や
お
絵
か
き
リ
レ
ー
、
射
的
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
九
段

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
内
全
て
を
使
用
し
た
犯
人
探
し
や
運
命
の
人
探

し
、
し
ず
く
型
の
カ
ー
ド
に
来
場
者
や
団
体
の
方
々
に
想
い
を
書
い
て

い
た
だ
く
企
画
の
「
雨
月
物
語
」
な
ど
、
昨
年
と
は
一
味
違
っ
た
企
画

も
数
多
く
行
い
、
来
場
者
や
団
体
の
方
々
に
も
笑
顔
で
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
良
い
も
の
と
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
は
体
育
祭
と
し
て
「
い
ざ
、
笑
舞
（
し
ょ
う
ぶ
）」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
参
加
者
が
笑
顔
に
な
れ
る
行
事
を
目
標
に
球
技

大
会
を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
二
種
目
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
は
屋
内
二
競
技
の
み
の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
比
率
が
例
年
以
上
に
多
く
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
選
手
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
や
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
皆
様
も
含
め
、

と
て
も
活
気
に
満
ち
た
行
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
２
０
１
６
」
及
び
「
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
２
０
１
６
」

は
参
加
団
体
や
来
場
者
の
皆
様
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様

の
お
か
げ
で
成
功
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

国
文
学
科
二
年　

大　

沼　

篤　

弥

�

国
文
学
科
二
年　

山　

口　

真
里
奈
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先
日
、
近
隣
の
神
社
に
詣
で

た
と
こ
ろ
、「
少
年
老
い
易
く
学

成
り
難
し
、
一
寸
の
光
陰
軽
ん

ず
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

言
葉
は
、
南
宋
の
士
大
夫
、
朱

熹（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）の

「
偶
成
」
と
い
う
詩
の
起
句
と

承
句
の
部
分
で
す
。

　

私
共
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
田

中
正
樹
先
生
の
指
導
の
も
と
、

こ
の
朱
熹
に
よ
り
再
構
成
さ
れ

た
儒
学
す
な
わ
ち
「
朱
子
学
」

の
、
そ
の
淵
源
と
な
る
北
宋
の

道
学
者
等
の
思
考
の
営
み
を
、

　

私
た
ち
が
所
属
し
て
い
る
白

石
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
授
業
以
外
で
の
活

動
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
り
、
消
防
署
で
普
通
救
命

救
急
士
の
資
格
取
得
に
取
り
組

む
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

楽
し
く
学
ん
で
い
る
の
が
こ
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
徴
で
す
。

　

白
石
ゼ
ミ
で
は
年
に
一
度
、

夏
季
休
業
期
間
を
利
用
し
て
、

二
泊
三
日
の
ゼ
ミ
合
宿
を
行
う

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
群
馬
県
草
津
町
で
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。
草
津
と
い

現
存
す
る
彼
ら
の
言
葉
を
頼
り
に
研
究
し

て
い
ま
す
。
彼
ら
の
思
考
の
営
み
を
追
従

す
る
こ
と
な
し
に
、
朱
熹
の
思
考
の
営
み

を
理
解
す
る
こ
と
は
決
し
て
適
い
ま
せ

ん
。
朱
子
学
は
、
凡
そ
近
世
か
ら
近
代
に

至
る
ま
で
、
中
国
を
は
じ
め
日
本
な
ど
の

漢
字
文
化
圏
の
エ
リ
ー
ト
達
に
と
り
必
須

の
学
問
で
し
た
。
現
代
こ
そ
「
朱
子
学
」

は
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
現

在
も
日
本
人
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
に
ど
こ
か

影
響
を
留
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
扱
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト

は
、
朱
熹
が
編
纂
し

た
『
論
語
精
義
』
で

す
。
白
文
の
も
と
、

え
ば
、
温
泉
が
有
名

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
こ
こ
で
は
都

会
か
ら
離
れ
、
緑
豊
か
な
敷
地
で
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
と
い
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
年
生
で
は
主
に
卒
業
論
文
を
執
筆
す

る
た
め
の
「
学
び
」
を
中
心
に
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
三
年
次
に
調
べ
た
テ
ー

マ
を
も
と
に
よ
り
深
く
研
究
し
て
い
く
学

生
も
い
れ
ば
、
新
た
に
テ
ー
マ
を
決
め
て

調
べ
て
い
く
学
生
も
い
ま
す
。
主
に
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

学
生
間
で
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
様
々
な

観
点
か
ら
見
て
、
互
い
に
学
び
合
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

徳
川
時
代
の
和
刻
本
と
を
用
い
て
い
ま

す
。『
論
語
精
義
』
は
、
北
宋
の
道
学
者

等
が
各
々
の
著
作
の
中
で
、『
論
語
』の
各

章
に
つ
い
て
独
自
の
解
釈（
注
）
を
付
し

て
い
る
の
を
、
朱
熹
が
一
冊
に
ま
と
め
、

整
理
し
た
も
の
で
す
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
週
毎
に
発
表
者
が

担
当
し
た
箇
所
に
訓
点
を
施
し
、
書
き
下

し
文
と
訳
、
ま
た
そ
の
作
業
に
伴
う
資
料

等
を
揃
え
て
発
表
し
ま
す
。
こ
の
作
業
行

程
を
三
年
次
よ
り
繰
り
返
し
、
読
解
力
を

深
め
、
時
に
切
磋
琢
磨
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
愈
々
卒
業
研
究
の
作
業

に
入
り
ま
し
た
。
目
下
、
夏
合

宿
で
の
構
想
発
表
の
準
備
に
取

の
方
法
が
身
に
付
き
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
企
業
で
人
事

を
担
当
し
て
い
る
方
を
招
い
て

面
接
の
練
習
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
も

学
ぶ
事
が
で
き
る
た
め
、
就
職
活
動
に
対

し
て
、
他
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
た
ち
よ

り
も
早
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　

担
任
の
白
石
先
生
は
常
に
ゼ
ミ
生
の
こ

と
を
思
っ
て
く
だ
さ
り
、
授
業
以
外
で
も

就
職
活
動
や
進
路
に
親
身
に
な
っ
て
気
に

か
け
て
く
れ
る
ほ
ど
、
と
て
も
学
生
思
い

の
先
生
で
す
。
そ
ん
な
白
石
先
生
の
ご
指

導
の
下
、
卒
業
論
文
の
執
筆
に
向
け
て
自

分
の
研
究
テ
ー
マ
を
探
究
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
政
治
経
済
学
科
四
年

 
上
川
原　

暢
広

ゼ
ミ探

訪
探
訪

田中ゼミナール白石ゼミナール

り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
学
四
年
間
の
集
大

成
と
し
て
皆
一
所
懸
命
で
す
。

 

中
国
文
学
科
四
年　

桜
井
亮
介
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平成27年度決算の概要
　二松学舎創立135周年（平成24年10月）を機に策定した長期ビジョン「N’2020 Plan」及びその実行計画「アクションプラン」の各課題について、施設設
備整備をはじめ大学・両附属高校・中学校の具体的な改革を実行している。教育研究面においては、本学の研究プロジェクト『近代日本の「知」の形成と漢
学』が、【文部科学省】平成27年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」に採択された。また、大学九段校舎1号館に国際政治経済学部教員個人研究室を
設置、３階学務局フロアの全面改修及び講師室の移設など既存校舎の改修、附属高校野球部柏合宿所の全面改修などの施設整備のほか各種事業を実施した。
　当年度、入学者の募集定員充足率は、大学/学部116%、附属高校100%、柏高校144%、柏中学校42%であり、在籍者の収容定員充足率は、大学/学部
118%、附属高校99%、柏高校133%、柏中学校53%であり、大学院および柏中学校で入学定員、収容定員ともに未充足となった。
　大学では、平成23年３月11日に発生した東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故、平成27年９月10日の北関東・東北豪雨に伴う被災学生に対し、授
業料等の減免措置を実施し、全学的に被災学生支援のための募金活動を行った。

　平成25年４月に学校法人会計基準が改正となり、財務計算書類の大幅な書式変更が行われ、文部科学大臣所轄の学校法人（本法人）は平成27年度決算から
新基準が適用となる。
　従来、学校法人における決算書は、事業年度の消費収入と消費支出の均衡状態や財政の健全度合いを示す「消費収支計算書」、学校法人の諸活動に関わるす
べての資金の流れを示す「資金収支計算書」および年度末における資産・負債・正味資産の状態を示す「貸借対照表」の３つであった。
　改正後、「資金収支計算書」は、多少の科目名の変更があるがほぼそのままである。新たな附属表として「活動区分資金収支計算書」が加わり、「教育活
動」、「施設整備活動」、「その他の活動」に３区分し、資金収支情報の充実が図られた。
　消費収支計算書は、「事業活動収支計算書」として名称が変わり、大きく書式変更となった。新基準では、「教育活動収支」（本業）と「教育活動外収支」
（財務）の経常収支と臨時的な「特別収支」に区分され、基本金組入前当年度収支差額（従来の帰属収支差額）を表示する様式となった。

平成27年度の決算概況
１．事業活動収支計算書について（別表１）
　事業活動収支計算では、事業活動収入合計が54億6千3百万円、事業活動支出合計は52億5千7百万円、基本金組入前当年度収支差額は2億6百万円の収入超
過（前期比3億9千万円減少）となった。基本金組入額は8億2千9百万円（このうち九段校舎改修5億9千5百万円、柏合宿所改修整備1億8千万円）であり、当
年度収支差額は6億2千3百万円の支出超過となった。
　教育活動収入では、入学者数が大学院14名・学部697名・附属高校251名・柏高校358名・柏中学校43名、合計1,363名で前期比33名減少、在籍者数は大学
院43名・学部2,826名・附属高校745名・柏高校997名・柏中学校162名、合計4,773名で前期比65名増加し、学生生徒等納付金は39億5千6百万円（前期比7
千1百万円増加）となった。経常費補助金は8億9千3百万円（うち国庫補助金2億6千8百万円、東京都補助金2億5千1百万円、千葉県補助金3億2千7百万円）、
事業収入が3百万円、雑収入は1億7千4百万円（うち退職金団体交付金1億1千9百万円）で合計52億円となり、教育活動支出では、人件費が28億1百万円（柏
高教員増加等、退職給与引当金減少等により前期比3千6百万円増加）、教育研究経費は18億4千1百万円（校舎改修による修繕費及び減価償却額増加等によ
り、前期比4千8百万円増加）、管理経費は5億5百万円（広報費等増加により前期比7千6百万円増加）であり、教育活動収支差額は4千6百万円の収入超過、資
産運用収入及び借入金等利息などの教育活動外収支差額は1億4千9百万円、経常収支差額は1億9千5百万円、資産売却及び資産処分差額等の特別収支差額は1
千1百万円であった。

２．資金収支計算書について（別表２）
　収入の部では、有価証券の償還等により資産売却収入が22億8千8百万円（前期比4億8千6百万円増加）、借入金収入が大幅減少（前期は大学九段4号館建築
資金を私学事業団から6億9千4百万円借入）し、学納金等の前受金収入は10億5千1百万円、その他の収入は退職給与引当特定資産等からの繰入収入、前期末
未収入金収入等により3億7千2百万円、前期繰越支払資金29億9千8百万円を含め収入の部合計額は109億4千1百万円となった。
　支出の部では、人件費支出が28億3千1百万円（柏高教員及び大学職員増加、前期比7千7百万円増加）、教育研究経費支出は12億8百万円（前期比2千7百万
円増加）、管理経費支出は4億7千2百万円（前期比7千4百万円増加）、借入金返済および利息支出は3億4千2百万円となった。施設設備関連の支出は既存施設
の改修整備として5億4千万円、図書・備品の購入等で8千9百万円、資産運用支出は退職給与引当特定資産繰入、有価証券等購入により26億9千8百万円となっ
た。このほか前期末未払金の支出等1億6千8百万円があり、これらの結果、翌年度繰越支払資金は27億1千2百万円（前期末より2億8千6百万円減少）となっ
た。
　活動区分による資金収支の状況（別表３）は、教育活動による資金収支差額は6億7千7百万円（収入超過）、施設整備等活動（設備投資とその財源）による
資金収支差額が5億8千7百万円（支出超過）、その他の活動（財務活動等）による資金収支差額が3億7千6百万円（支出超過）、これにより支払資金の増減額は
2億8千6百万円（減少）となった。

３．貸借対照表について（別表４）
　資産の部は、有形固定資産が大学九段既存校舎及び附属高柏合宿所の改修整備、図書・備品の取得等により6億3千5百万円増加、除却及び減価償却6億7千8
百万円等により184億4千3百万円（前期比4千3百万円減少）となった。特定資産は15億4千9百万円（1千9百万円減少）、その他の固定資産は、有価証券の償
還や流動資産への振替等により13億7千2百万円（前期比1億2千9百万円減少）となり、流動資産は65億2千8百万円（前期比3千3百万円増加）となった。
　負債の部は、長期借入金及び長期未払金の次年度返済（支払）額の流動負債への振替、退職給与引当金の減少により固定負債は25億6千4百万円となった。
また、短期借入金及び短期未払金の返済（支払）等により流動負債は16億1千2百万円となり、負債の部合計額は41億7千6百万円（前期比3億6千3百万円減
少）となった。
　基本金の部は、第1号基本金(建物・図書・備品等固定資産の取得)及び第3号基本金（奨学基金）の組入額8億2千9百万円により264億2千2百万円となった。
　これらの結果、平成27年度末における貸借対照表は、資産の部合計額278億8千2百万円、負債の部合計41億7千6百万円、基本金264億2千2百万円及び繰越
収支差額27億1千5百万円（支出超過）により、純資産の部合計額237億7百万円（前期末より2億6百万円増加）となった。

４．主な財務比率について（別表５）
　事業活動収支関係比率では、人件費比率（経常収入に占める人件費の割合）、人件費依存率（学生生徒等納付金に占める人件費の割合）および借入金等利息
比率が前期比減少となった。一方、教育の質向上を図るための各種事業の実施により教育研究経費比率（経常収入に占める教育研究経費の割合）、管理経費比
率（経常収入に占める管理経費の割合）は上昇した。事業活動収支差額（帰属収支差額）比率は寄付金及び資産運用売却差額の減少により前年比減少となっ
た。また、校地校舎の施設整備計画の進捗により基本金組入率は上昇傾向にあったが、新規設備投資が一段落し前年比減少となり、当年度の既存施設改修整備
を以って大規模整備が一段落することとなる。
　貸借対照表関連比率では、私学事業団等借入金の返済により固定負債構成比率（総資金に占める固定負債の割合）及び総負債比率（総資産に占める総負債の
割合）並びに負債比率（自己資金に占める総負債の割合）が低下した。固定資産構成比率（総資産に占める固定資産の割合）、固定比率（自己資金に占める固
定資産の割合）等が低下し、流動資産構成比率（総資産に占める流動資産の割合）、流動比率（流動負債に占める流動資産の割合）の上昇など固定から流動へ
のトレンドにあり、良好といえる。また、自己資金構成率（総資金に占める自己資金の割合）、基本金比率、内部留保資産率（財政上の余裕度）、運用資産余
裕比率（支出規模に対する資金の蓄積度）、退職給与引当金預金率等は良好な水準にある。一方、設備投資に伴う基本金組入などにより繰越収支差額構成比率
（総資金に占める繰越収支差額の割合）は低下傾向にある。
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別表１
平成27年度　事業活動収支計算書　 （単位：百万円）

教

　育

　活

　動

　収

　支

事
業
活
動
収
入

科　　　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 3,956
手数料 104
寄付金 70
経常費等補助金 893
付随事業収入 3
雑収入 174
教育活動収入計 5,200

事
業
活
動
支
出

科　　　　　目 金　　額
人件費 2,801
教育研究経費 1,841
管理経費 505
徴収不能額等 8
教育活動支出計 5,155

教育活動収支差額 46

教
育
活
動
外
収
支

収
入

科　　　　　目 金　　額
受取利息・配当金 178
その他の教育活動外収入 0
教育活動外収入計 178

支
出

科　　　　　目 金　　額
借入金等利息 29
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 29

教育活動外収支差額 149
経常収支差額 195

特
別
収
支

収
入

科　　　　　目 金　　額
資産売却差額 60
その他の特別収入 25
特別収入計 85

支
出

科　　　　　目 金　　額
資産処分差額 74
その他の特別支出 0
特別支出計 74

特別収支差額 11
基本金組入前当年度収支差額 206
基本金組入額合計 △829
当年度収支差額 △623
前年度繰越収支差額 △2,092
翌年度繰越収支差額 △2,715

（参考）
事業活動収入計 5,463
事業活動支出計 5,257

別表４
平成27年度　貸借対照表 （単位：百万円）

科　　　　　目 金　　額
資産の部

固定資産 21,354
有形固定資産 18,433
特定資産 1,549
その他の固定資産 1,372

流動資産 6,528
資産の部合計 27,882

負債の部
固定負債 2,564
流動負債 1,612

負債の部合計 4,176
純資産の部

基本金 26,422
繰越収支差額 △2,715

純資産の部合計 23,707
負債及び純資産の部合計 27,882

別表２
平成27年度　資金収支計算書　　 （単位：百万円）

科　　　　　目 金　　額
収入の部

学生生徒等納付金収入 3,956
手数料収入 104
寄付金収入 70
補助金収入 911
資産売却収入 2,288
付随事業収入 3
受取利息・配当金収入 178
雑収入 173
借入金等収入 1
前受金収入 1,051
その他の収入 372
資金収入調整勘定 △ 1,163
当年度資金収入合計 7,943
前年度繰越支払資金 2,998
収入の部合計 10,941
支出の部

人件費支出 2,831
教育研究経費支出 1,208
管理経費支出 472
借入金等利息支出 29
借入金等返済支出 313
施設関係支出 540
設備関係支出 89
資産運用支出 2,698
その他の支出 168
資金支出調整勘定 △ 118
当年度資金支出合計 8,230
翌年度繰越支払資金 2,712
支出の部合計 10,941

別表３
平成27年度　活動区分資金収支計算書　　 （単位：百万円）

科　　　　　目 金　　額
教育活動による資金収支差額 677
施設整備等活動による収支差額 △ 587
その他の活動による収支差額 △ 376
支払資金の増減額 △ 286
前年度繰越支払資金 2,998
翌年度繰越支払資金 2,712

別表５
平成27年度　主な財務比率 （％）

比　　　率 平成27年度
 人件費比率 52.1 
 人件費依存率 70.8 
 教育研究経費比率 34.2 
 管理経費比率 9.4 
 事業活動収支差額比率 3.8 
 学生生徒等納付金比率 73.6 
 補助金比率 16.7 
 基本金組入率 15.2 
 固定資産構成比率 76.6 
 有形固定資産構成比率 66.1 
 特定資産構成比率 5.6 
 流動資産構成比率 23.4 
 固定負債構成比率 9.2 
 流動負債構成比率 5.8 
 総負債比率 15.0 
 退職給与引当特定資産保有率 100.0 
 純資産構成比率 85.0 

注）金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計額等が一致しない場合がある。
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平成28年度予算の概要
平成28年度の状況
　二松学舎創立135周年を機に「長期ビジョン（N’2020 Plan）」を定め、これに基づく行動計画である「アクションプラン」を平成
25年度より推進しており、長期ビジョン（N’2020 Plan）及びアクションプランに則って、大学・両附属高校・中学校の改革を推進
し、所与の成果をあげる。
　大学・学部では、レベルの確保・向上を図りつつ可能な限り入学者の確保に努める。両附属高校及び附属柏中学校においては定員
数を満たし、大学院は可能な限り入学者の確保に努める。附属柏中学校は設置6年目となり、附属柏高校との中・高を通じた教育の
充実と生徒募集の強化を図る。大学・両附属高校・中学校とも効果的な学生・生徒募集及び広報活動を実施する。
　私立学校への経常費補助金の大幅増加は見込めないが、私立大学等改革総合支援事業のほか新設の私立大学研究ブランディング事
業（学長のリーダーシップの下、優先課題として全学的な独自色を大きく打ち出す研究に取り組む私立大学に対する経常費・施設設
備費の一体的支援）、入学者選抜改革に向けた取り組みに対する支援等の事業に積極的に申請し獲得を図る。
　教育活動収支については、収入面では在籍者数減少により学納金収入が減少する見込みである。また、支出面では人件費（退職給
与引当金を含む）及び教育研究経費（減価償却額を含む）が増加する見込みである。
　キャンパス整備については、大学九段4号館建設、既存校舎の改修など大規模整備は一段落し、今後は各学校校舎の経年劣化によ
り必要となる修繕・保守整備と各種アメニティの充実・向上を計画立てて実行する。
　N’2020 Plan（アクションプラン）に織り込まれていない投資は極力抑えることとし、特別事業費申請案件については厳しく査定
し、経常的な経費についても見直し・削減を強力に実施する。既存事業の見直しを行い、スクラップ・アンド・ビルドにより事業を
推進するとともに、不採算事業項目については縮小・廃止を検討し、収支改善を図ることを平成28年度の予算編成方針とした。

平成28年度の収支状況
１．事業活動収支予算書について（別表６）
（１）教育活動収支について

【収入】
①　収入の柱である学生生徒等納付金は、40億2千2百万円となる見込みである。
②　手数料は、入学検定料を主として9千8百万円を見込んでいる。
③　大学及び両附属高等学校並びに柏中学校の経常費補助金は8億9千3百万円を見込んでいる。
④　雑収入は、退職金団体からの交付金8千2百万円と併せて1億2千7百万円を見込んでいる。

【支出】
①　人件費は、28億2千8百万円となる見込みである。
②　 教育研究経費は、施設設備の維持管理、情報システム関連経費、図書館業務のアウトソーシングほか特別事業費および減

価償却額などにより、19億1千万円を計上している。
③　 管理経費は、教育研究経費と同様に施設設備の維持管理費と事務システム関連経費および減価償却額などにより、5億1

百万円を計上している。
これらにより、教育活動による収支差額は4千7百万円（支出超過）となる見込みである。

（２）　教育活動外収支について
　教育活動外の収入として、資産運用による受取利息・配当金1億2千9百万円を、教育活動外の支出として借入金利息支払額2千3
百万を計上しており、教育活動外収支差額は1億6百万円となる見込みである。
（３）　特別収支について
　施設設備の整備に係る補助金その他収入として1千8百万円を計上している。

　これらにより、基本金組入前当年度収支差額は7千6百万を見込んでいる。当年度の基本金組入額は、施設・設備の整備及び教
具・器具・備品の取得及び借入金返済などにより4億3千9百万円を計上している。この結果、当年度収支差額は3億6千4百万円の支
出超過となる見込みである。

２．資金収支予算書について（別表７）
　収入の部は、学生生徒等納付金収入、資産運用収入、退職金団体交付金を含む雑収入などにより、当年度収入額は78億1千3百万
円となり、前年度繰越支払資金27億1千2百万円と合わせて収入額合計は105億2千4百万円となる見込みである。
　支出の部は、人件費支出、教育研究経費・管理経費支出、借入金等返済支出、施設・設備関係支出等により、当年度支出額は75
億6千1百万円となり、翌年度繰越支払資金は27億2千7百万円となる見込みである。
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大
雨
・
猛
暑
と
天
候
不
順
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
父
母
会
会
員
の
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

四
月
六
日
に
新
入
生
を
迎
え
、
五
月

の
定
期
総
会
で
新
体
制
も
整
い
ま
し

た
。
六
月
か
ら
は
予
定
通
り
地
区
別
懇

談
会
を
開
催
し
、
四
年
生
の
就
活
も
本

格
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
気
が
付
け

ば
平
成
二
十
八
年
度
の
前
期
の
試
験
期

間
の
真
っ
只
中
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
総
会
で
も
話
が
あ
り
ま
し
た

が
来
年
の
一
四
〇
周
年
を
記
念
し
て

『
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
』
な
る
も
の
も

開
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

選
挙
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
最
初
の
参
議
院
選
挙
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
う
か
う
か
し
て
い
る
と
時
代
に
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
感
じ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
察
し
ま
す
。

　

先
日
の
地
区
別
父
母
懇
談
会
で
の

『
就
職
に
関
す
る
講
演
会
』
で
も
、

我
々
父
母
の
世
代
の
就
活
状
況
と
は
か

な
り
変
化
し
て
お
り
、
不
易
流
行
が
有

る
も
の
の
、
父
母
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
経
験
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
大
学
と
手
を
携
え

て
、
学
生
の
た
め
に
な
る
父
母
会
活
動

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

　

平
成
二
十
九
年
四
月
、
文
学
部
に
新
た
に

「
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
」が
誕
生
し
ま
す
。

　

近
年
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
進
化
や
新
た
な

ツ
ー
ル
の
創
出
等
に
よ
り
表
現
方
法
の
多
様

化
が
劇
的
に
進
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
新
た
な
時
代
に
は
そ
れ
に
相
応
し
た

適
切
な
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
応
す
る
表
現
力
や
情
報
発
信
力
を
備
え
た

人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
は
現
在
、
観
光
地
・
文

化
発
信
地
と
し
て
改
め
て
世
界
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
文
学
や
文
化
等
の
理

解
は
も
と
よ
り
、「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
と
称

さ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
も
あ
る
、
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
等
が
集
結
す
る
秋
葉
原
に

代
表
さ
れ
る
独
特
の
文
化
な
ど
、
昨
今
の
都

市
や
地
域
で
形
成
さ
れ
る
新
た
な
文
化
社
会

（
都
市
文
化
社
会
）
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、

今
後
の
日
本
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
国
文

学
科
と
中
国
文
学
科
で
培
っ
て
き
た
日
本
や

東
ア
ジ
ア
の
文
学
・
文
化
に
つ
い
て
の
知
見

等
を
基
盤
に
、
文
芸
文
化
や
都
市
文
化
社
会

に
関
す
る
表
現
力
と
発
信
力
を
持
ち
、
新
た

な
文
化
の
再
編
創
出
へ
の
意
欲
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

駆
使
し
た
情
報
発
信
の
ス
キ
ル
を
持
ち
合
わ

せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
人

材
を
育
成
す
る
た
め
「
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン

学
科
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
二

松
學
舍
大
学
受
験
生
サ
イ
ト
か
ら
「
都
市
文

化
デ
ザ
イ
ン
学
科
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

文
学
部
に

都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科

新
設

別表６
平成28年度　事業活動収支予算書 （単位：百万円）

教

　育

　活

　動

　収

　支

事
業
活
動
収
入

科　　　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 4,022
手数料 98
寄付金 57
経常費等補助金 893
付随事業収入 3
雑収入 127
教育活動収入計 5,199

事
業
活
動
支
出

科　　　　　目 金　　　額
人件費 2,828
教育研究経費 1,910
管理経費 501
徴収不能額等 8
教育活動支出計 5,246

教育活動収支差額 △ 47

教
育
活
動
外
収
支

収
入

科　　　　　目 金　　額
受取利息・配当金 129
その他の教育活動外収入 0
教育活動外収入計 129

支
出

科　　　　　目 金　　額
借入金等利息 23
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 23

教育活動外収支差額 106
経常収支差額 59

特
別
収
支

収
入

科　　　　　目 金　　額
資産売却差額 0
その他の特別収入 18
特別収入計 18

支
出

科　　　　　目 金　　額
資産処分差額 1
その他の特別支出 0
特別支出計 1

特別収支差額 17
基本金組入前当年度収支差額 76
基本金組入額合計 △ 439
当年度収支差額 △ 364
前年度繰越収支差額 △ 2,715
翌年度繰越収支差額 △ 3,079

（参考）
事業活動収入計 5,346
事業活動支出計 5,270

別表７
平成28年度　資金収支予算書 （単位：百万円）

科　　　　　目 金　　額

収入の部

学生生徒等納付金収入 4,022
手数料収入 98
寄付金収入 57
補助金収入 910
資産売却収入 2,300
付随事業収入 3
受取利息・配当金収入 129
雑収入 127
借入金等収入 1
前受金収入 971
その他の収入 247
資金収入調整勘定 △ 1,052
当年度資金収入合計 7,813
前年度繰越支払資金 2,712
収入の部合計 10,524

支出の部

人件費支出 2,822
教育研究経費支出 1,279
管理経費支出 468
借入金等利息支出 23
借入金等返済支出 250
施設関係支出 28
設備関係支出 99
資産運用支出 2,540
その他の支出 200
資金支出調整勘定 △ 148
当年度資金支出合計 7,561
翌年度繰越支払資金 2,727
支出の部合計 10,524

注）金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計額等が一致しない場合がある。




